
を示すAu-Sn系(3)な らび にA9-Sn系(4)合金液体の教程の組成におけるⅩ線回折

図-形か ら ai⊥j杓 を導出したO その結果 aA_A㈹ ならびにaB_B杓 は純金属液

体におけるA杓と極 めて類似 しその間にほとんど差異が兄い出され得ないこと,

またaA_由杓 は合金中の或 る組成に対するA杓に非常に よく対応 してい ること

が兄い･出されたOとのよ うな知 見ば,この種の合 金の示す複雑′な電子輸送現象

や熟力 学的性質を理解する上に貴重な手がか りを与えるもの と考えられるO
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液体金属における中性子散乱について

原研 小 幡 行 雄

千 原 職 三

液体金属の中性子散乱につ いて語るべきことは多いが, ここでは最近 問題に

な っている集団励起に話を限定するO液体 He で観測 されている集団励起スぺ

ク ト'ルが古典液体で も見出され ることは 1.'965年Egelst-aff等お よぴDorner
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等が液体 Pb,Snについて報 告 して以来,lWRb,Bi な どについて報告されてい

るol)実験は飛行時間法による もので散乱角度をきめて散乱強度 を飛行時間の函

数としてみた ときの ピークの位置をしらべてゆ くので dynami cstructure

factor S(Q ,α)その ものを求めてはいないが, この実験を散乱角をかえ

て くりか えし行 うことに より集団励起の分 散則が得 られる｡実験結果の示す と

ころは, 1)分 散別は固体 phonon のそれ と似ている｡ 2)(I)はQの･小 さいと

ころではQに比例 し,静的構造因子 S相が最大の ところでCO (Q)は最小 にな

るO 5) branch がい くつあるかはは っきりしないが Pb,Aeのデ ータでは 2つ

以上 あ りそ うであ る｡ 4)巾は固体の場合 と sameorderであるO･

この現象を説明 しようとする試みはい くつか あるが, こ̀こではKinetic

EquationMethodについ て述べるO 波数 Q,振動 数a)で時空間的に振動す る

testpartic一edensityを導入 したと きの系の density-densityresponse

functioll X(Q ,(I))と S(Q ,α)とは, S(Q ,α)かCCm･x(0.(功/Q)

で結びつけ られるo よ って適 当なKineticEquation を/用いて test̀particle

の影響に よる密度のゆちぎを求めればよいoA.E. としては effective

interpartic一epotential¢昭 を もったVlasov 方程式に衝突項をつけ加え

たものをとり, 封印ま求めた S(Q ,a)が総和則 f S(Q ,CLj)daJ-SCQ)
をみたす ように定 めるO衝突項のない とき¢(和文直接相関函数CV)で表わ され

るO この ように して求められた分散別は実験 と大体 よい一致を示すC2)S鞄,a)

について もsidepeakはあ らわれるが中心部分は あまりよ くない｡

この理論では物 質の特性は直接相関函数 C針)を通 じてはい って くる ｡ 液体ア

ルゴンの S.a)を再現するようにAshcroft の用 いた C(γ)の計算式を用いたo中

性子の非弾性散乱の現状では,実 験,理論 とも執金属の液体 と液体金属の相違

を論ず るほ ど精密 な殴階にはいた ってい ないo
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